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4月から変わる自転車「青切符」のポイント

皆さんの生活に欠かせない自転車ですが、自転車

が関わる交通事故の件数は横ばいで推移しており、

死亡・重傷事故の約 4分の 3で自転車側に法令違

反があるという厳しい状況が続いています。 

こうした背景から 2026年 4月 1日より、自転車

の安全利用を徹底するために、16歳以上の方による

一定の違反行為に「青切符（交通反則通告制度）」が

導入されます。 

「青切符」ってどんな制度？ 
青切符制度が導入されると、違反を検挙された後

の手続きが大きく変わります。 

これまでは、自転車の違反で検挙されると「赤切符」

が交付され、警察の捜査や検察官による判断、さらに

は裁判を経て、有罪になれば「前科」がつく可能性が

ありました。 

しかし、青切符制度の導入後は、反則金を納付す

れば、取調べや裁判といった刑事手続きを経ることな

く事件が終了し、前科もつきません。 

青切符の対象となるのは、信号無視（反則金

6,000円）や指定場所一時不停止等（反則金 5,000

円）などの「反則行為」です。特に注意が必要なのが、

スマートフォンを手に持って通話や画面注視をする

行為（ながらスマホ）で、これは自転車の反則行為の

中で最も高額な反則金 12,000円が科されます。 

ただし、飲酒運転（酒酔い・酒気帯び運転）や、違

反により実際に交通事故を発生させた場合は、青切

符の対象外であり、これまで通り赤切符による刑事

手続きで厳しく処理されます。 

まずは「安全利用五則」を習慣に！ 

警察の指導取締りの基本的な考え方は、青切符導

入の前後で変わりません。単なる違反に対しては現場

での「指導警告」が行われますが、歩行者や他の車両

にとって危険性が高い「悪質・危険な違反」は検挙の

対象となります。 

私たちが日頃から守るべき基本ルールは、以下の

「自転車安全利用五則」です。 

⓵車道が原則、左側を通行。歩道は例外、歩行者

を優先。⓶交差点では信号と一時停止を守って、安

全確認。交差点での事故は自転車対自動車事故の 8

割以上を占めています。⓷夜間はライトを点灯。ライト

消灯時の致死率は点灯時の約 1.8 倍です。⓸飲酒運

転は禁止。⓹ヘルメットを着用（努力義務）。ヘルメット

非着用時の致死率は着用時の約 1.4倍と高い。 

危険な違反行為を 3年以内に 2回以上繰り返した

14 歳以上の方には、自転車運転者講習の受講が命

じられます。また、自動車の運転免許を持つ方は、自

転車乗用中の重大な違反によって免許停止処分を受

ける可能性もあります。自転車も「車両」としての責任

を自覚し、安全・安心のために、正しいル

ールで運転しましょう。 

YOUTUBEでも紹介しています⇒ 


